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児童が考えた情報モラルのめあて 4 3 2 1 平均
①画像を使うときは，その画像に写っている人の許可を取る 13 7 0 0 3.65
②取り上げられている人が，恥ずかしいと感じること，触れてほしくないことなどを入れない 19 1 0 0 3.95
③悪ふざけをするなど，見ている人が不快になることがないようにする 17 3 0 0 3.85
④みんなが楽しめるように，使用する画像の枚数を平等にする 8 7 4 1 3.10
4：大変よくできた，3：まあまあできた，2：あまりできなかった，1：ぜんぜんできなかった
たのでよかったです」などの記述があった。これら
の理由からは，取り上げられる人の立場になって考
えることができた児童の様子や，実際に取り上げる
人に対して確認を取っていた様子が分かる。
7.1.3.視聴する側への配慮
「③悪ふざけをするなど，見ている人が不快にな
ることがないようにする」については，4と回答し
た児童が17名，3と回答した児童が3名，1，2と
回答した児童はいなかった。平均は3.85であった。
自己評価の理由としては，「変顔やおこっている
写真はのせなかった」「言葉づかいに気をつけなが
ら，（文字やナレーションなどを）入れた」（括弧内
は筆者による補足）「視聴する人が楽しくなるよう
に言葉などを工夫して作ることができたのでよかっ
たです」などの記述があった。これらの記述からは，
どのようなものが悪ふざけになるのかを意識してい
た様子，悪ふざけにならないようにするための言葉
遣いの配慮，さらにプレゼンテーションを視聴する
側の人の気持ちを考えて作成していた様子が分かる。
7.1.4.使用する画像の均等化
「④みんなが楽しめるように，使用する画像の枚
数を平等にする」については，4と回答した児童が
8名，3と回答した児童が7名，2と回答した児童
が4名，1と回答した児童が1名であった。平均は
3.10であった。他の項目とは異なり，1，2と回答
した児童もおり，平均も低くなっている。
このようなことから，自己評価の理由については，
4，3のように肯定的な回答をした児童と，1，2の
ように否定的な回答をした児童に分けて述べる。
肯定的な回答の理由としては，「人のバランスを
考えて選ぶことができました」「写っている人と写っ
ていない人の差が出ないように意識して画像を選ぶ
ことができたのでよかったです」「名簿を使って，
ほとんどの人が平等になるようにした」などの記述
が見られた。このように自分たちで話し合って決め
ためあてを基に活動を進めようとしていた様子が分
かる。
否定的な回答の理由としては，「枚数にも限りが
あるので，アップで写っている人と遠くで小さく写っ
ている人が出てしまいました」「名簿を使ってみて
も，写真が多い人と少ない人が出てきたので大変だっ
た」などの記述が見られた。この記述からは，めあ
ての達成を目指して活動を進めようとしたが，それ
ができなかった様子が分かる。
7.1.5.情報モラルのめあての自己評価に関する
考察
取り上げられる側への配慮に関わる①と②につい
ても，視聴する側への配慮に関わる③についても，
自己評価の平均は高く，その理由からもめあての達
成を目指して活動に取り組んでいた様子が分かる。
このようなことから，単元の目標の3点目に関わ
る情報モラル学習は，情報モラルのめあての達成を
目指して取り組む中で，概ね達成できていると考え
ることができる。
④については，他の3つのめあてに比べて平均
が低い結果となった。回答の理由からは，めあての
達成を目指して取り組もうとしても，プレゼンテー
ションの作成に必要な写真等に偏りがあり，児童全
員の写真を平等に取り上げることができなかったこ
とが分かる。今回作成したプレゼンテーションは，
小学校生活の中の主に6学年の活動を取り上げて
いる。教師は日頃から活動の様子等を撮影して保存
しておくようにしておいたが，十分な枚数ではなかっ
たことが考えられる。本単元の実施を考えた場合，
日頃の活動の様子を教師だけでなく児童が撮影して
おくことも必要と考えられる。
7.2.活動についての自由記述
本単元の活動終了後に活動についての感想等を自
由に記述させた。記述内容の中で情報モラル学習に
関わると思われるものを，児童が考えた情報モラル
のめあての項目別に分類したものが表3である。
なお，1人の児童の記述が複数のめあての内容が含
まれている場合は，それぞれに1ずつ計上している。
そのため，記述数の合計は分析の対象とした児童数
を上回っている。
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表3 活動についての自由記述における情報
モラルに関する記述内容の分類
児童が考えた情報モラルのめあて
関連する内容の
記述数
①画像を使うときは，その画像に写っ
ている人の許可を取る
16
②取り上げられている人が，恥ずかし
いと感じること，触れてほしくない
ことなどを入れない
7
③悪ふざけをするなど，見ている人が
不快になることがないようにする
8
④みんなが楽しめるように，使用する
画像の枚数を平等にする
0
7.2.1.画像使用の許可
「①画像を使うときは，その画像に写っている人
の許可を取る」の内容に関係する記述の合計は16
であり，最も多かった。
具体的な内容としては，「写真に写っている人に
許可をとったりして，気を付けました」「みんなが
後悔しないように1人1回ずつ『これでいい？』な
どと聞く事が出来ました」「みんなが私の写真を使
うときに（私に）許可をもらわないと，私がいやな
気持ちになってしまうので，許可を取らないと写っ
ている人が見て不快になってしまうということが分
かりました」（括弧内は筆者による補足）などの記
述が見られた。写真使用の許可を取ることに気を付
けていた様子，また，許可をもらうことの大切さを
児童なりに考えていた様子が分かる。
7.2.2.取り上げられる側への配慮
「②取り上げられている人が，恥ずかしいと感じ
ること，触れてほしくないことなどを入れない」に
関わる記述の合計は7であった。
具体的な記述の内容は，「映っている人がいやな
気分にならないように気をつけました」「この活動
を通して，改めて相手の事をしっかり考えないとい
けないなと思いました」などである。プレゼンテー
ションに使用する写真を選ぶ際には，選ぶ側の視点
ではなく，写真を取り上げられる側にとってどうな
のかという視点を持ちながら活動を進めていた様子
が分かる。
7.2.3.視聴する側への配慮
「③悪ふざけをするなど，見ている人が不快にな
ることがないようにする」に関わる記述の合計は8
であった。
具体的な記述の内容としては，「悪ふざけをする
のはだめだ（変なふうにしない）という事を改めて
知りました」「見ている人もいやにならないように
作れたのでよかったです」などの記述が見られた。
このようなことから，視聴する側の気持ちに配慮し
て活動を進めていたことが分かる。
7.2.4.使用する画像の均等化
「④みんなが楽しめるように，使用する画像の枚
数を平等にする」に関わる記述は見られなかった。
7.2.5.活動についての自由記述に関する考察
活動についての感想を記述させることにより，情
報モラルのめあて①②③の達成のために気を付けた
こと，また，そのことを通してどのようなことを考
えたかについて概要を把握することができた。記述
数を単純に比較すると，①に関わる内容がもっとも
多い。インターネット上での不適切な画像の投稿，
画像を含む個人情報の流出等の問題を考えたとき，
このような意識を持たせることができたことは意義
があると考える。②③に関する記述内容からも，取
り上げられる側，視聴する側への意識を持ちながら
活動が進められたことが分かり，情報発信をする上
で重要な点を学ぶことができたと考える。
④に関わる記述は見られなかったが，児童がこの
めあての達成を目指して活動に取り組んだことは，
上述の自己評価の理由等からも明らかである。④も
児童が話し合って決めためあてであり，クラスの一
人一人を同じように大切にするという点などからも
意味のあることであったと考える。
7.3.情報発信で気を付けたいことの記述
本単元の学習後，今後，インターネット上のSNS
等で情報の発信をするときに，どのようなことに気
を付けたいかについて記述させた。設問の内容は次
のとおりである。
「フェイスブック，ツイッターなどでは，今回の
ような文章，写真，ビデオなどを手軽に発信するこ
とができて，その内容を世界中に広めることもでき
ます。このような場で情報を発信するときにどんな
ことに気を付けますか」
児童は，フェイスブックやツイッター等について
の知識が十分ではないと考えられたため，教師から
はフェイスブックやツイッターがどのようなもので
あるかについて説明した上で記述させた。
分析対象児童20名のうち未記入の1名を除く19
名の記述内容を，児童が考えた情報モラルのめあて
に合わせて分類したものが表4である。なお，1人
タブレット端末を活用した情報モラル学習に関する研究
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表4 今後の情報発信で気を付けたいことに関する
記述内容の分類
児童が考えた情報モラルのめあて
関連する内容の
記述数
①画像を使うときは，その画像に写っ
ている人の許可を取る
（ただし，画像以外についての許可
を取ることも含めた）
4
②取り上げられている人が，恥ずかし
いと感じること，触れてほしくない
ことなどを入れない
7
③悪ふざけをするなど，見ている人が
不快になることがないようにする
15
④みんなが楽しめるように，使用する
画像の枚数を平等にする
0
①～④に関係しないもの 4
の記述内容が複数の分類の内容について記述されて
いる場合は，それぞれに1ずつ計上している。その
ため，記述数の合計は分析の対象とした児童数を上
回っている。
7.3.1.画像使用の許可
情報モラルのめあて①に関連する具体的な記述内
容としては，「写真を勝手にのせない」「もし写真な
どを送るときには写真にのっている人に許可をとっ
てから送ったりする」などである。
なお，「送ってよいものか確認して送る」「相手に
許可を取る」というように，許可を取る対象を具体
的に示していない記述もある。上述の記述例の「写
真など」の部分からも，写真以外のものも含むと考
えている可能性がある。
このようなことから，許可を取る対象が画像と限
定されていないものもこの分類に含めた。その結果，
この項目の記述数は4であった。
7.3.2.取り上げられる側への配慮
情報モラルのめあて②に関連する内容の記述数は
7であった。具体的な記述内容としては，「他の人
のことを変なふうに取り上げない事」「写っていて
発信されると『いやだ』と言われるような写真は発
信しない」などである。
7.3.3.視聴する側への配慮
情報モラルのめあて③に関連する内容の記述数は
15であった。具体的な記述内容としては，「それを
見ている人が変な思いにならないようにしていきた
いです。友達などに，変な写真を送らないようにし
ていきたいです」「人が不快になる写真を送らない」
などである。
7.3.4.使用する画像の均等化
情報モラルのめあて④に関連する内容の記述数は
0であった。SNS上の発信は，今回の活動のよう
に学級全体でなく，個人として行うものであると考
えたため，記述はなかったものと思われる。
7.3.5.情報モラルのめあてに関係しないもの
児童が考えた情報モラルのめあてに直接的には関
係しないと思われる内容の記述数は4であった。
具体的な内容は，「情報を送る人その人をきずつけ
ないような言葉を書いてその人に送る」「相手がご
かいしないように気を付けてメッセージを送りたい」
など，送信先への配慮や情報の正確さ・分かりやす
さに関わるものである。また，これらは多くの人に
向けての情報の発信というより，特定の個人に向け
ての送信における留意点であるとも考えられる。し
かしながら，その人を傷つけないような言葉を書く
などは，情報モラルのめあて②で配慮したことと関
連があると考えられる。
7.3.6.情報発信で気を付けたいことの記述につい
ての考察
今後，情報発信する際に気を付けたいことについ
ては，情報モラルのめあて①②③に関係した内容が
多いことが分かる。このことからは本単元の学習を
通してそのような考えを持つようになったこと，あ
るいは，本単元の学習を通してそのような考えをよ
り明確に持つようになったことが考えられ，本単元
における学習の効果と考えられる。
①は画像の使用についてのめあてであったが，写
真以外の，その人の情報などについても，本人の許
可を取るべきだと考えるようになっていることが考
えられ，その方が取り上げられる側の立場を尊重し
た情報発信になり，望ましいことと考える。
その他に分類した特定の個人とのメッセージのや
りとりにおいて配慮することについては，本単元の
学習によるものであるかは明らかではないが，この
ことに関する気付きは重要である。
8.まとめ
小学校6学年の総合的な学習の時間に，二十歳
に行う同級会で視聴する小学校の思い出のプレゼン
テーション作りを行う際に，表現に関するめあてだ
けでなく，情報モラルに関するめあても児童に考え
させ，それを基に活動を進めさせた。
児童は，教師の支援を受けながら，表現のめあて
に加えて，情報モラルのめあてを決めた。情報モラ
ルのめあてについては，プレゼンテーションに取り
上げられる側の人への配慮と，プレゼンテーション
を視聴する側の人への配慮の両方を含むものであり，
めあてとして適当なものであったと考える。
これらの情報モラルのめあてを達成できたかにつ
いての自己評価からは，プレゼンテーションに取り
上げられる側の人への配慮についても，プレゼンテー
ションを視聴する側の人への配慮についても，児童
は達成できたと考えていることが分かった。また自
己評価の理由の記述からは，めあての達成に向けて
取り組んだ様子が分かった。
活動についての感想の記述からも，情報モラルの
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めあての達成に向けて取り組んだ様子が分かった。
特に，画像使用の許可を取ることを意識しているこ
とが分かった。
今後，インターネット上のSNS等で情報発信す
る際に気を付けることについての記述でも，情報モ
ラルのめあてに関わる内容を意識した記述が見られ
た。
このようなことから，総合的な学習の時間におけ
る卒業制作の活動に，情報モラル学習を位置付ける
ことは可能であると考える。
しかしながら，今後，検討すべき点もある。本単
元の活動においては，情報モラルのめあてと表現の
めあてがあったが，中間発表会で互いによい点や改
善点を指摘する場面では，表現に関わる意見交換が
多かった。情報モラル学習と表現に関わる学習，さ
らに活動自体のめあて等をどのように位置付けて，
単元を構成すべきかについて，今回の実践結果を基
にさらに検討を進めていきたい。
本単元の授業実践において，児童は情報モラルと
表現のめあてを意識して活動を進めることができた。
これは，タブレット端末を活用することにより，プ
レゼンテーションの作成を容易に行うことができた
ためと考える。児童は，従来のように機器の操作や
画像データのやり取りに気を取られることなく，プ
レゼンテーションの作成に取り組むことができた。
今後も，タブレット端末を有効に活用した情報モラ
ル学習の在り方について研究を進めていきたい。
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